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てアッラーと共にこの経験的世界を旅する旅を sayr ma‘a Allāh min Allāh ila 
al-khalq（アッラーから被造物に向かいアッラーとともにする旅）あるいは






















フィー関係の文献に見出すことが出来る。例えば，Azīz Nasafī: Kitāb al-Insān al-Kāmil, ed., Mari-
jan Molé, Teheran, Departement D’Iranologie de L’Institute Franco-Iranien, 1962. p.136参照。
381























⑷　Muh・ammad Lāhijī: “Mafātīh・ al-i jāz fī sharh・ Gushan-i Rāz”, ed. Keywān Samī ī. Ketābfurūshī 
Mah・mudī, Teheran. 1958. p.254





















































































⑺　Jāmī: “Kulliyāt-Jāmī”, ed. Modarres Gīlānī, Teheran. H.1351. p.728.
⑻　ibid., p.604.
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だが，その愛は真実在者への愛，すなわち真の愛 ishq-i h・aqīqī ではなく，真





























































62 早稲田商学第 427 号
ジャーミーはバーズィゲに聡明さと宗教的才能を与えている。バーズィゲはい
わば宗教的天才である。ゾレイハーはそのような聡明さや天才とは無縁な女性
であるし，また宗教的才能にも恵まれない，むしろ愚直な人物として描いてい
る。ただ，ゾレイハーはユースフに対する愛に突き動かされて悩み，苦労を重
ね，失敗を続けながらも，最終的には苦悩と失敗と苦労により浄化を経験し，
浄化された比喩的愛を成就させる。ジャーミーはゾレイハーを書くことによ
り，ごく普通の人間の愛が到達しうる極限を示したといえるであろう。ジャー
ミーは叙事詩『ユースフとゾレイハー』においてゾレイハーをヒロインとして
いる。それはジャーミーに試行錯誤の繰り返しの末にこの世的幸福に到達する
ような普通の人間に共感する感情があるということを意味しているといえるで
あろう。
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